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松浦武四郎（幕末の北方探検家。北海道の名付け親。三重県出身。

１８１８～１８８８年）は、平取ダム予定地に熊の道（ルペシペ）と

言う地名を記しています。キムンカムイは同じ道を通り決まったカム

イワッカクウシ（水飲み場）があり、行動範囲も決まっていると言わ

れています。また、冬ごもり期にキムンカムイが穴から出て徘徊する

ことがありますが、原因は工事の騒音や人の気配に我慢できず、その

場から逃避して安住地を求めて移動するためといわれています。ダム 
予定地を行動圏としているキムンカムイは、ダムが出来ることにより他の地域を徘徊してしまうことも

考えられます。専門家からは、移動ルートが途切れたり、他のクマとの接触による行動エリアが圧迫さ

れるために、ヒグマが工事現場や近くの集落に行き、人命に関わる事件を引き起こす可能性も考えられ

るとの見解も示されています。 
また、平取ダムが出来ることによって、キムンカムイなどの動物が山

から民家や畑の方に降りてくるのは困るという住民の声もあります。 
●チノミシリ（祈りの対象となる場所） 
宿主別川と額平川の合流点付近には、チノミシリ（祈りの対象となる

場所）が２ヶ所ある可能性があります。チノミシリ自体は水没しなくて

も、カムイノミを行った場所やその場所から祈るチノミシリの姿は水没

によって失われます。 
● カムイワッカ（湧き水）と神様 
 カムイワッカと呼ばれる宿主別橋付近の湧き水は「飲める水だからちゃんとしておいて、ここを通っ

たときは飲んだり、頭につけたりすると神様がちゃんと守ってくれる」とされ、現在もお祈りがされて

います。 
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やカムイワッカに祈りを捧げている方に、祈りの対象あるいは祈りを行なう場が水没する

の意見を伺い、調査に生かしていきたいと考えています。 

定地およびその周辺には、保存法、調理法等が親から子・孫へと伝授され利用されてきた

存在することが確認されました。これらはダムにより水没します。 
ては、畑で栽培するということで替わりとなるのでしょうか。生育している場所に行って

連の行為がダム予定地を中心に失われることについての意識調査を試みてみたいと考え

では、これまでの調査の成果をよりよく理解してもらうために、町内各地域に出向いて説

ます。地域の幅広い年齢層の方々に各々の立場・視点からの意見をうかがい、調査に生か

と考えています。なお、これまでの成果や課題は、中間報告書となって公表されます。 
 
 中間報告書は博物館ホームページ・町内の図

書館・博物館内で閲覧できるようにする予定で

す。 
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